
広報

人　口
5,939人 （前月比±0）

世帯数
2,577世帯（前月比＋1）

3,088人 （前月比＋6）男
2,851人 （前月比－6）女

木曽岬町の人口と世帯数
2月1日現在 登録は簡単で、どこにいても町の

情報が確認できます。
【登録方法】
QRコードからサイト
にアクセスするか、
「t-kisosaki@sg-p.jp」に空メール
を送信してください。

木曽岬町メール配信サービス主な内容
指定緊急避難所の協定締結、防災訓練
福祉健康課が2つに分かれます
軽自動車の各種手続きについて
大谷選手からグローブ寄贈
「ふるさと木曽岬」を考える郷土学習 12
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第38回
木曽岬輪中駅伝大会

【写真】 第38回木曽岬町輪中駅伝大会（関連記事11ページ）
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【写真】 二十歳のつどい（関連記事2・3ページ）
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きそさき
INFORMATION

　１月31日（水）、新輪工業団地内の“木曽岬特定多目的株式会社”様と「災害時における指定
緊急避難場所としての使用に関する協定」の締結式を執り行いました。
　このことにより、大規模災害が発生又は発生する恐れがある場合に、木曽岬町からの要請に基
づき「ESR弥富木曽岬ディストリビューションセンター」の木曽岬特定多目的会社が指定する
場所を避難場所として使用できることになります。
　町内では14箇所目の指定緊急避難場所として、今年度中に地域防災計画に位置付けます。

伊藤 志づ子さん
満百歳おめでとうございます満百歳おめでとうございます満百歳おめでとうございます
　この度、伊藤　志づ子さんが、満百歳の誕生日を
迎えられました。
町長が訪問し、お祝状と褒賞金及び記念の花束を贈
呈し、祝福しました。
　末長くお元気でありますように心から祈念いたし
ます。

大型物流施設 ESR
指定緊急避難場所の協定締結

大型物流施設 ESR
指定緊急避難場所の協定締結

大型物流施設 ESR
指定緊急避難場所の協定締結

使用範囲
避 難 場 所
使用床面積
収 容 人 員

４階ラウンジ、木曽岬多目的会社が指定する場所
１７６．２５㎡
４階ラウンジ：約５０人

全景　ESR弥富木曽岬ディストリビューションセンター4階ラウンジ
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を実施しました
防災訓練

　２月11日（日）に防災訓練を実施しました。
　今回の訓練は、南海トラフ地震を想定し全町民を対象とした「避難訓練」と発災後に住民が主
体となって運営するための自主防災組織を対象にした「避難所運営訓練」を行いました。
　早朝より本訓練にご参加ご協力いただきました皆様、ありがとうございました。
　訓練を通じて町民一人ひとりが防災を「自分のこと」として、「自らの
身の安全は自ら守る」“自助”と「自らの地域はみんなで守る」“共助”の
意識の高揚を図ることができました。
　引き続き、平時から地域での訓練を繰り返し行い、非常時に備えて自助
と共助の力を高めましょう。

　本年１月１日に発生した石川県能登地方を震源とする令和６年能登半島地震により、亡くなら
れた方々のご冥福をお祈りすると共に、被害を受けられた皆様に心よりお見舞い申し上げます。
被災地の皆様の安全確保と、被災地の一日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。

　当町では、避難所の運営等を行うための職員を現地へ派遣すると共に、被災した皆様を支援す
るため、被災地に対して町からは災害見舞金を、また、町議会および木曽岬町職員有志から義援
金をそれぞれ送付させていただきました。

非常持出袋点検 避難所運営訓練
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　役場の組織改編に伴い、子どもの育ちや子育て世帯への相談支援体制の強化と、住民の健康増
進を図るため、現在の福祉健康課から児童福祉と保健衛生に関する業務を分割し、保健センター
に「子ども・健康課」を新たに設置し、福祉健康課は「福祉課」と名称が変わります。
　これにより、4月1日から一部の業務においてお手続きの窓口が変わりますので、お越しの際は、
お間違えのないようお気を付けください。

※現在、保健センターで事務所の改修工事を実施しています。工事期間中は何かとご迷惑をおかけいたし
　ますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

●窓口が変更になる業務
　•児童福祉に関すること　　（児童手当、児童扶養手当、認定こども園、学童保育 など）
　•保健衛生に関すること　　（健康づくり、予防接種、各種検診、献血 など）
　•福祉医療費に関すること　（子ども、一人親家庭等、障がい者）
　　※3月31日までは住民課が窓口です。
●「子ども・健康課」の事務所
　木曽岬町保健センター
　住所　木曽岬町大字西対海地251番地　電話　68－6119　FAX　40－9029
　※「福祉課」の事務所は、役場2階（現在の福祉健康課）です。

4月から福祉健康課の業務が
「福祉課」「子ども・健康課」「福祉課」と「子ども・健康課」に分かれます。

3月31日まで

●福祉健康課（役場2階）　電話68-6104
　高齢者福祉に関すること
　障がい者福祉に関すること
　児童福祉に関すること
　保健衛生に関すること
　その他社会福祉に関すること

●住民課（役場2階）　電話68-6103
　福祉医療費に関すること

4月1日より

●福祉課（役場2階）　電話68-6104
　高齢者福祉に関すること
　障がい者福祉に関すること
　その他社会福祉に関すること

●子ども・健康課（保健センター）電話68-6119
　児童福祉に関すること
　保健衛生に関すること
　福祉医療費に関すること

風除室

相談室
診察室

診察室

事務室

ロビー 集団指導室

保健指導室 健康教育室

栄養指導
実習室

女子便所

男子便所
身障者便所

玄関
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親子ふれあいクッキング親子ふれあいクッキング親子ふれあいクッキングのお知らせ

ヘルスメイトヘルスメイトヘルスメイトをご存知ですか？

～春休みの思い出に、親子で料理を作る楽しさを体験してみませんか？～

●日　　時／3月26日（火）　午前10時～午前11時30分
　　　　　　受付時間：午前9時45分～午前10時
●場　　所／木曽岬町保健センター
●対　　象／木曽岬町にお住まいの5歳（年長）～小学生とその保護者
　　　　　　（原則保護者との参加ですが、保護者のかわりとなる大人がいる場合
　　　　　　は参加可）
●定　　員／先着順　8組16名（当日は託児あり）
　　　　　　託　児　生後10ヶ月以上　先着6名まで
　　　　　　（オムツ、ミルクが必要な場合は持参してください）
●参  加  費／大人300円・子ども200円
●持  ち  物／エプロン、三角巾、ふきん２枚、子どものスリッパ、お持ち帰り用容器
●申込方法／3月18日（月）までに保健センター窓口もしくはお電話でお申込みください
　　　　　　先着順で受付け、定員になり次第締切ります
●内　　容／かわいいおべんとうをつくろう
●連  絡  先／☎68－6119　保健センター　管理栄養士
＊都合により変更や中止となる場合がございます

　わが家の食卓を充実させ、地域の健康づくりを行うことから出発した食生活改善推進
員は「食生活を改善する人」を意味します。豊かな感性と知性と経験が一人ひとりの力となり集結され、“私
達の健康は私達の手で～のばそう健康寿命　つなごう郷土の食～”をスローガンに、食を通じた健康づく
りのボランティアとして活動をしています。

　近年、生活習慣病（ガン、脳卒中、心臓病など）が増加し、毎日
の食生活の重要性が盛んに言われています。正しい食生活は、毎
日を健康に過ごしていくうえでの基本です。しかし、自分一人で
考え改善していくことはとても大変です。そんなとき、あなたの
身近に「どんな食事をとればいいのか」や「食生活の改善方法や
毎日の料理」について、相談にのってくれる人がいたらどうでし
ょう。それが、食生活改善推進協議員（愛称：ヘルスメイト）です。

春休み
企画

食で健
康を守る

食を伝
達する

主な活動内容

・食育の推進と普及、啓発
・配食弁当サービス
・料理教室開催

　一年を通じて食に関する知識と技術を養い、その後は食のプロ
フェッショナルとして活躍していただきます。ご興味のある方、
まずは活動の見学や、ヘルスメイトのおはなしを聞いてみません
か。皆様のご参加、心よりお待ちしております。

食に興味のある方、ぜひヘルスメイトになりませんか。

●問合せ先／保健センター　管理栄養士（☎68-6119）

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

子
ど
も
議
会

カ
レ
ン
ダ
ー

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す



6広報きそさき　2024.3.1

見守り
新鮮情報 通信販売は

クーリング・オフできません
インターネット通販で靴を購入した。大きめのサイズを注文したが
履いてみると窮屈だった。返品したいとメールしたところ「返品で
きない。利用規約にも書いてある」との返事だった。確かに利用規
約には返品不可の記載があったので「それならクーリング・オフし
たい」と伝えたが「通信販売にはクーリング・オフの適用はない」
と回答が来た。（60歳代）

●インターネット通販やテレビショッピングなどの通信販売には、法律上のクーリング・オフ制度はあり
　ません。返品の可否や条件についての特約があればそれに従うことになります。
●特約がない場合は、商品を受け取った日を含む８日以内であれば、消費者が送料を負担し返品できます。
　返品が可能な場合でも、返品期限が設けられている場合があります。商品を受け取ったらすぐに中身を
　確認することが大切です。
●通信販売で購入する際は、事前に返品ができるかどうかや返品が可能な場合の条件などをよく確認しま
　しょう。
●困ったときは、お住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください（消費者ホットライン188）。

購入の際は
利用規約を確認！

本文イラスト：黒崎 玄 見守り新鮮情報　第471号（2024年1月16日）　発行：独立行政法人国民生活センター

●問合せ先／木曽岬町役場　住民課　☎68-6103

ペットボトル

紙 類
缶 類
ビ ン 類
布 類
金 属 類

ト レ イ
無色透明のペットボトル、色つきペットボトル 等

新聞、雑誌、段ボール、牛乳パック 等
アルミ缶、スチール缶 等
透明・茶色・その他の色 等
ネクタイ、タオル 等
フライパン、鍋 等

家庭用発泡トレイ 等（スーパーの惣菜、生もの等が入ったトレイのみ）

　町では、ごみの減量とリサイクルの推進を図るため、家庭から排出される資源ごみを回収する団体に
対し、回収量に応じた補助金を交付しています。令和4年度は3団体で83tの資源ごみを回収して、ご
みの減量化に貢献していただきました。
　令和6年度についても下記の要領で実施団体を募集しますので、希望される団体の
方は住民課までお問合せいただくか、町のホームページをご覧ください。

令和6年度資源ごみ回収団体募集について

●登録資格／次の条件をすべて満たす団体とします。
　　　　　　①町内在住者で構成される団体で、営利を目的としない団体
　　　　　　②令和6年度上半期・下半期において各2回以上の回収活動をする団体
●対象品目／

●補助金額／ 4円/kg　
●問合せ先／役場　住民課　☎68-6103

【ホームページＱＲコード】
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軽自動車の各種手続はお済みですか
　軽自動車税（種別割）は、毎年４月１日現在の所有（使用）者に課税されます。
　以下の点にご注意のうえ、手続漏れがないようお気をつけください。

　新システムの導入に伴い、令和５年１月から、軽四輪・軽三輪の軽自動車の車検時には、納税証明書の提
示を原則省略することができます。
　このため、令和５年度から、軽自動車税（二輪車を除く。）を口座振替で納付される方への納税証明書の
郵送を廃止しました。納税証明書が必要な方は、個別に発行させていただきますので、役場税務課へお申し
出ください。

○４月１日現在の所有者とは
　３月末日までに名義変更等の手続が完了していないと、元の所有者に課税されます。
○ナンバープレートは返却を
　廃車する際は、ナンバープレートを必ず返却してください。
○所有者が亡くなられた場合、名義変更又は廃車の手続を
　名義変更や廃車の手続を行わないと、亡くなられた方の名義のまま課税され続けます。
○使用できない軽自動車、今後使用しない軽自動車等をお持ちではありませんか
　使用できない車、今後使用しない車を持っている方、何らかの事情（廃棄、譲渡、紛失等）で所有する軽自
　動車等が既にお手元にない方で廃車等の手続が未了の場合、次年度以降も課税され続けることになりますの
　で、廃車手続を済ませてください。
○他市区町村から転入された方
　登録住所が旧住所地のままになっている場合は、住所変更手続等をお願いします。
○軽自動車税は「年税」です。
　軽自動車税は年税で、４月１日現在の所有者に１年分の税額が課税されます。
　このため、年度途中に名義変更や廃車の手続をしても税額の変更や還付を受けることはできません。
○軽自動車は、車種等によって手続場所が異なります。

車種（排気量等）

原動機付自転車（125cc以下）
税務課　68-6102

•廃車手続をする場合は、廃車する車両の
　ナンバープレート及び車両登録時に交付
　した標識交付証明書を返却してください。
•ナンバープレートを返却できない場合は、
　弁償費として200円が必要です。

•引越や売買等により所有者の住所や名義
　等が変更した場合、変更登録又は移転登
　録等の手続が必要です。
•各種手続に必要な書類等は、左記へお問
　い合わせください。
•桑名自家用自動車協会（0594-22-6797）
　にて手続の代行を行っています（代行手
　数料が必要です。）。

軽自動車検査協会　三重事務所
050-3816-1779（コールセンター）
津市雲出長常町字六ノ割1190-1

中部運輸局　三重運輸支局
050-5540-2055（テレホンサービス）
津市雲出長常町字六ノ割1190-9

小型特殊自動車（農耕作業用等）

軽四輪車・軽三輪車（660cc以下）

軽二輪車（125cc超250cc以下）

小型二輪（250cc超）

受付場所・問合せ先 備　　考

※年度末の３月は窓口が大変混雑しますので、お早めに手続をお願いします。

車検時の納税証明書の提示は原則不要です
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「正確な住所の届出」が必要です！

　
満
７５
歳
以
上
の
方
等
が
、
日
常
生
活
に
お

け
る
交
通
手
段
と
し
て
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
場
合
、利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
黄
色
の
タ

ク
シ
ー
乗
車
券
の
有
効
期
限
は
３
月
３１
日
ま

で
で
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
の
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
を
ご

利
用
い
た
だ
く
に
は
改
め
て
申
請
が
必
要
で

す
。

●
利
用
対
象
者
（
町
内
在
住
で
下
記
の
要
件

　
を
一
つ
で
も
満
た
し
て
い
る
方
）

•
満
７５
歳
以
上
の
方

•
免
許
返
納
者（
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
者
）

•
要
介
護
・
要
支
援
者
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

　
ス
ト
該
当
者

•
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、
肢

　
体
及
び
体
幹
機
能
障
害
の
場
合
に
限
り
３

　
級
該
当
者

•
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

•
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
ま
た
は

　
２
級
該
当
者

●
申
込
に
必
要
な
も
の

①
本
人
申
請
の
場
合

　
•
申
請
者
の
身
分
証
（
運
転
免
許
証
等
）

　
　

+
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

　
　
　
る
も
の
（
介
護
保
険
証
、
障
が
い
者

　
　
　
手
帳
、
免
許
返
納
証
）

②
代
理
人
申
請
の
場
合

　
•
上
記
①+

代
理
人
の
身
分
証
（
運
転
免

高
齢
者
等

福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
事
業
の
ご
案
内

　
　
許
証
等
）

●
申
込
場
所　
役
場
福
祉
健
康
課

●
申
込
開
始　
３
月
１
日（
金
）〜

　
（
３
月
１５
日
ま
で
に
申
請
の
あ
っ
た
方
は
、

　
４
月
１
日
ま
で
に
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し

　
ま
す
。）

●
問
合
せ
先

　
福
祉
健
康
課　
☎
６
８
│
６
１
０
４

　
町
で
は
一
人
親
家
庭
等
の
児
童
の
入
学
・

卒
業
に
要
す
る
費
用
の
軽
減
を
図
り
、
児
童

の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
し
て
、
一
人
親
家

庭
等
の
児
童
に
対
し
「
入
学
・
卒
業
祝
金
」

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　
●
対  

象  

者

　
小
学
校
に
入
学
す
る
時
及
び
小
学
校
又　

は
中
学
校
を
卒
業
す
る
時
に
お
い
て
町　
内

に
住
所
を
有
す
る
一
人
親
家
庭
等
の　
児
童

及
び
遺
児
。

●
給
付
金
額

　
小
学
校
入
学

　
　
一
人
に
つ
き　
　
　
５
，
０
０
０
円

　
小
学
校
卒
業

　
　
一
人
に
つ
き　
　
１
０
，
０
０
０
円

　
中
学
校
卒
業

　
　
一
人
に
つ
き　
　
１
０
，
０
０
０
円

●
提
出
期
限　
３
月
２９
日（
金
）

●
問
合
せ
先

　
福
祉
健
康
課　
☎
６
８
│
６
１
０
４

一
人
親
家
庭
等

児
童
入
学
・
卒
業
祝
金

入学・就職・転勤等による引越しで、
住所を異動される方は、

○ 住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）は、国民健康保険
　 及び国民年金の資格の確認や、選挙人名簿への登録などにつながる大切な
　 手続です。
○ マイナンバーカードには、最新の住所を記載する必要があります。引越し
　 先の市区町村にマイナンバーカードを持参し、必要な手続きを行ってくだ
　 さい。
○ 「転出届」は、マイナポータルを通じて
　 オンラインで提出できます。

（正当な理由がなく住民票の異動の届出をしない場合、
　5万円以下の過料に処されることがあります。）

●問合せ先／役場　住民課　☎68-6103

はい！！注目
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リサイクルの森リサイクルの森
情ベイ 報ント

●問合せ先
㈱くわなＥサービス
☎0594-87-5133
HP：https://www.kwes-ebara.com

●場　　所／桑名広域清掃事業組合
　　　　　　リサイクルの森　管理棟2階
　　　　　　（桑名市多度町力尾字沢地4028）
●時　　間／午前10時～午後3時
●対　　象／桑名市、木曽岬町、東員町の在住者
●取扱商品／家具類、衣類、食器類、おもちゃ、絵本
　　　　　　持ち込み・持ち帰りともおひとり様５点
　　　　　　まで

●問合わせ／リサイクルの森（午前9時～午後4時）
●Ｔ  Ｅ  Ｌ／ 0594-87-5133
　Ｆ  Ａ  Ｘ／ 0594-87-5152
●商品紹介など弊社ホームページで
　随時更新しています。

モノ・コトショップ開催

　ご家庭で不用になったけれど、まだまだきれいで活躍しそうなモノをお持ちいただき、
必要な人に譲る不用品交換のお店を開催します。

3/6（水）、13（水）、20（水・祝）、27（水）

ホームページは
こちらから

教育委員会
☎68-1617

問合せ先
　メジャーリーグで活躍されている大谷翔平選手（ロサンゼル
ス・ドジャース）から、全国の小学校等へグローブの寄贈を表
明され、木曽岬小学校にもグローブ３個（右投げ用２個、左投
げ用１個）が１月17日に寄贈されました。
　１月18日の全校観劇会で、校長先生からお披露目され、子
どもたちからは大きな歓声が上がりました。お披露目として、
６年生の児童代表４名が、そのグローブを使ってキャッチボー
ルをしました。代表の児童は、「大谷さんのグローブを使って、
みんなで野球がしたいです」「このグローブがきっかけに、野
球をする人が増えるといいなと思います」などの感想を話して
くれました。
　お披露目会のあとは、学級ごとに回覧し子どもたちがグロー
ブに触れられる機会を取りました。
　また、1月23日の授業参観では、ふれあいホールにて保護
者の皆さんにもグローブを手に取っていただく機会を設けまし
た。
　「子どもたちが野球に触れ、興味を持つきっかけになってほ
しい」という大谷選手の思いを踏まえ、大切に使っていきます。
　なお、春休み期間中（3月26日～ 29日）は、学校よりグ
ローブをお借りして、町民の方にもご覧いただけるようにしま
すので、ご覧になりたい方は教育委員会窓口へお越しください。

大谷翔平選手から
グローブが寄贈されました
大谷翔平選手から
グローブが寄贈されました
大谷翔平選手から
グローブが寄贈されました
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木曽岬産新のり木曽岬産新のり木曽岬産新のり
パリパリ！ 美味しかった！

　今年も「水産業振興部会」様より木曽岬町の特産品である「のり」を寄贈していただきました。
新のりがとれるこの時期に板のりを一人1枚、２月６日（海苔の日）にちなんで、給食メニュ
ー「てまきおにぎり」として、こども園・小中学校の子ども達へ提供いたしました。
　子ども達は、できたての新のりを色々なサイズにして、新のりの風味とパリパリ感を楽しみ
ながら美味しく食べていました。

　２月11日（日）に第17回美し国三重市町対抗駅伝木
曽岬町代表チームの壮行会を開催しました。
　壮行会では加藤町長から選手への激励の言葉があり、
町議会の親睦会から目録による激励品が渡されました。
最後に、選手を代表して小学生選手である伊藤七緒さん
と村瀬生真さんが『団結して選手一人ひとりが楽しく走
り、木曽岬町のたすきを最後までつなげられるよう精一
杯頑張りたい』と大会出場への意気込みを語られました。

第１７回美し国三重市町対抗駅伝
木曽岬町代表チーム壮行会

※「水産業振興部会」様とは、
　木曽岬町の海苔・シジミ操業
　者で組織する部会です。

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
議
会

カ
レ
ン
ダ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

生
活
の
ミ
ニ
情
報



11 広報きそさき　2024.3.1

　２月４日（日）“第38回木曽岬輪中駅伝大会（主催：
体育協会、後援：中日新聞社）”が開催されました。
　明け方までは今にも降り出しそうな空模様でしたが、
開会式が始まる頃には青空も見えだし、絶好の駅伝日和
となりました。38回目となる今大会には、町内外から
一般の部16チーム、中学生男子の部1チーム、中学生
女子の部3チーム、スポ少の部1チームの全21チーム
が参加し、木曽岬町役場から北部クリーンセンター前ま
での往復２kmのコースを各チーム６名の走者がタスキ

　

を繋ぎ競いました。
　開会式では選手を代表して木曽岬ミニバスケットボー
ルクラブの諸戸愛奈（もろとあいな）さん、服部玲奈（は
っとりれいな）さん、服部瑚々（はっとりここ）さんの
３名から「一生懸命楽しみながら美しく競い合うことを
誓います！」と元気よく宣誓があり、その後のレースで
はタスキリレーの度に観客から大きな拍手や声援が送ら
れるなど活気あふれる大会となりました。
なお、主な結果は次のとおりです。

第３8回木曽岬輪中駅伝大会が開催されました

●部門別総合成績
準 優 勝

／0:47’59〞

／1:02’55〞

／1:14’45〞

／1:04’39〞

陽 だ ま り Ｒ Ｃ

木 曽 岬 中 学 校 男 子

青 ジ ャ ー ジ

木曽岬ミニバスケットボールクラブ

／0:55’21〞

／1:17’25〞

美し国駅伝木曽岬町代表チーム

オ ム ラ イ ス

／0:56’16〞

／1:30’31〞

日 本 ハ ム 食 品 Ａ

ソ フ ト テ ニ ス 部

─

─

─

─

チーム名／タイム

チーム名／タイム

チーム名／タイム

チーム名／タイム

一 般 の 部

中学生男子の部

中学生女子の部

スポーツ少年団の部

第 3 位優 勝区 間

●部門別1位成績（敬称略）

／0:07’05〞

／0:09’31〞

／0:10’52〞

／0:09’43〞

奈良　賢治

磯谷真生人

川端　紗世

𥽜　　葵衣

名 前 ／ タ イ ム

名 前 ／ タ イ ム

名 前 ／ タ イ ム

名 前 ／ タ イ ム

一 般 の 部

中学生男子の部

中学生女子の部

スポーツ少年団の部

１ 位区 間

【青ジャージ】 【木曽岬ミニバスケットボールクラブ】

元気よく選手宣誓！

拍手で迎えられゴール‼

号砲とともに一斉にスタート！

折り返し地点！ あと半分だ

ナイスラン！ 笑顔でタスキリレー

【陽だまりＲＣ】 【木曽岬中学校男子】
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「ふるさと木曽岬」のことを考える郷土学習
木曽岬町子ども議会 ＆ 中学生と町議会議員とのふるさと懇談会　開催！

　木曽岬町では、地域の皆さんの協力を得ながら学校全体で「郷土学習」に取り組んでおり、小学校６年間と中学校３年
間を通して町のことを知り、町に愛着を持ち、町をより良くするために自分たちができることは何かを考え、まちづくり
の主体者として行動できる力を身につける機会としています。
　今回は、郷土学習の集大成として２月に実施した、小学６年生による『子ども議会』の取り組みや、中学２年生による『ふ
るさと懇談会』の取り組みを紹介します。

小学生議員がするどい質問！　～木曽岬町子ども議会開催～
　２月２日（金）に小学校６年生による「木曽岬町子ども
議会」を開催しました。この取り組みは、平成19年２
月に第１回が行われ、今回で18回目を迎えました。
　当日は、６年生２クラスが４題ずつ質問内容を事前に
考え、一般質問に臨みました。議長も児童４名が交替で
務め、始めは緊張した様子もありましたが、スムーズな
議事進行を行うことができ、議会運営の理解に
つながりました。一般質問に立った子ども議員
の質問内容は、自分たちの生活に密着したもの
ばかりで、これまでの学習の成果と子どもたち
の地域を思う意識の高さがうかがえました。そ
れぞれの質問に対しては、役場の各担当課長よ
り丁寧な答弁があり、子どもたちが真剣な眼差
しで聞き入る姿が見られ、町のことや学校生活

のことを一生懸命考えていこうという思いが十分に伝わ
ってきました。最後に、「これからも、夢に向かって自
分の道を全力で進む」や、「木曽岬町の一員として、自
分たちができることを率先して行い、よりよい町づくり
に貢献していく」などの「子ども議会宣言」が可決され、
閉会しました。

中学２年生と町議会議員が意見交流！
～中学生と町議会議員とのふるさと懇談会開催～
　２月６日（火）に中学校の防災多目的ホールにて「中学
生と町議会議員とのふるさと懇談会」を開催しました。
この取り組みは、平成31年２月に第１回が行われ、途
中新型コロナウイルス感染症の影響による中止を経て、
今回で３回目の開催となります。
　当日は、議員の皆さんから中学生に向けて、わかりや
すい寸劇を交えながら、国と地方の政治と選挙制度の違
いについての説明があり、自分たちの代表を選ぶ選挙の
大切さについてお話いただきました。
　その後、生徒が８つのグループに分かれ、各グループ
に１名ずつ議員の方々が入り、進行役をしながら意見交

流を行いました。はじ
めに、自己紹介を兼ね
て「政治家のイメージ」
について中学生全員が
話をしてから、「将来も
住み続けたいと思える町とはどういうものか」、「町の教
育・文化施策について」をテーマに意見交流しました。
懇談会が進むにつれて、様々な意見が生徒から出され、
町づくりに対する関心の高さが見られました。
生徒から出された主な意見や提案は、以下のようなもの
でした。

　議員の皆さんからは、「いただいた意見は絶対共有し
て考えていく」、「もっといい考えがあったらまた教えて
欲しい」、「自分の意見を人にしっかり伝えられる人にな
って欲しい」等のお話をいただきました。生徒たちは、

今回の貴重な経験を通してまた一つ「ふるさと木曽岬」
について考えを深められたと思います。町議会議員の皆
さんご協力ありがとうございました。

●生徒たちが考える住みよい町は、「交通の便が良い町」、「安全安心な町」、「公園が整備されている町」、「仕事
　がある町」、「人口が多い町」、「明るく活気のある町」、「大きな塾があり毎日勉強できる町」などでした。
●町の教育・文化施策については、学校施設に対する要望や部活動に対する思いが出されました。また、「スポ
　ーツ選手の講演会や指導を受ける機会が欲しい」とか、「木曽岬こども未来塾は使いやすいので、できれば回
　数を増やして欲しい」など、具体的な要望もいくつかあがりました。
●懇談会の最後に生徒代表から、「今後、自分の意見がしっかり発信できるよう意識したい」、「自分たちは毎日
　勉強できることに感謝して、残りの１年間を過ごしていきたい」など決意の言葉がありました。
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今月の
図書館
コーナー

　3月は「春の花」がテーマです。3月は卒業式のある月です。各学校では恩師や卒業生に花束を贈る様子
を目にすることが多いと思いますが、日本には新しい環境に旅立つ人へはなむけ（餞、餞別）を贈る習慣が
あります。日本には古くから花束以外にも餞にお菓子やお酒、金封などを送ることが伝統的な餞の形として
習慣が残っています。日本では、餞という言葉は「馬の鼻向け」という言葉から生まれたと言われています。
「馬の鼻向け」とは、旅立つ人の馬の鼻を行くべき方向に向けて見送ることで、別れの品や金銭を贈ること
を意味しました。餞という言葉は古今和歌集、土佐日記、伊勢物語など古典文学に多く登場します。太平記
巻第十八「後醍醐天皇餞別」では、京都の人々から熱い思いを餞として贈ったことにより後醍醐天皇は人々
の心遣いに涙したとの心情も綴られています。
　花束を贈る習慣は、江戸時代に西洋の文化から入ってきたものです。西洋では、旅立つ人に花を贈ること
で、幸運や祝福を表す習慣がありました。日本では、明治時代に西洋文化を取り入れたことで、餞に花束を
贈る習慣が広まりました。花束は、色や種類によって花言葉があり、相手に合わせたふさわしいメッセージ
を伝えることができます。大切な人との別れの日は伝統を踏まえ心を込めて丁寧に迎えたいですね。

（新潮日本古典集成　太平記三　山下宏明・校正　新潮社　913.4タイ３　広辞苑　新村出・編　岩波書店　参照）

◎開館日・時間
　火～木 …… 午前10時～午後6時
　金 ………… 正午～午後8時
　土・日・祝 … 午前9時～午後5時
◎休館日、時間外は図書館入口または役場東口入口右の
　返却ポストに返却をお願いします。

●問合せ先／木曽岬町立図書館　☎40-9010
　　　　　　HP：https://www.ik.licsre-saas.jp/kisosaki/

3月 図書館カレンダー ●休館日　▲よみきかせ会
日 月 火 水

2
3 4 5 6 7
10 11
17
24
31

12
8
1

13
18

14
19

15
9
16

20
25 26

22 23
29 30

木 金 土

体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ソフトバレーボールやファミリーバドミントンなどを実施して
いますのでぜひ体育館へお越しください。
24日㈰　午後1時～午後4時

24日㈰　午前9時～正午

化資料館文
◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

教育関連施設
開館日のお知らせ

部公民館北
◎開館日
　火～日（年末年始・祝日を除く）
　午前9時～午後5時
※ただし日曜は午前9時～午後1時※新型コロナウイルスの感染状況によっては中止となる場合があります。

メインコーナー
・卒業
サブコーナー
・人権
・本屋大賞ノミネート作品
児童コーナー
・はるのほん

テ マコーナーー 花の本コーナー「梅」
●桜の森の満開の下 坂口　安吾・著　Ｆサカ

●夢十夜 夏目　漱石・著　918.6ナツ

●勿忘草の咲く町で 夏川　草介・著　Ｆナツ

●西の魔女が真だ 梨木　香歩・著　Ｆナシ

●花を楽しむカラフル切り絵
 ゆまあひmaki・著　726ユマ

●花束みたいな恋をした 坂元　裕二・著　Ｆサカ

•3月の図書館よみきかせ会は23日（土）午前11時～　テーマは「はる」です。
•17日（日）ふれあい広場の日に図書館では絵本作家はっとりひろきさんのよみきかせとワーク
　ショップがあります。
　よみきかせは予約なし、ワークショップは要予約です。詳しくは2月号広報をご覧ください。
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　一昨年の５月にキックオフした本キャンペーンは、２年目が終わろうとしています。子どもたちが夢や目標
の実現に向かって意欲的に取り組むことができるよう、園・学校、家庭、地域が協働して子どもたちの成長を
応援するために、１年間様々な取り組みを行って来ました。今回は、この取り組みについて振り返ります。

　２年目の取り組みということで、「わたしのがんばり宣言」や「わが家の応援プログ
ラム」の内容が、家族や先生との共通の話題になるなど、取り組みが少しずつ定着して
きていると感じています。
　昨年度の児童生徒と保護者の皆さんの振り返りを学年別に分析したところ、興味深い
結果が見えてきました。「夢に向かってがんばる子どもを応援できた」と回答した保護者の割合が多い学年ほど、
「夢に向かってがんばった」と肯定的に回答する子どもの割合が高くなる傾向が見られました。子どもたちは、
大人の応援を力に変えることで、自己肯定感を高め、夢や目標に向かってがんばることができるのだと感じま
した。
　この取り組みは、来年度も引き続き実施します。家庭や地域と園・学校が、ともに子どもたちの夢や目標を
応援することで、子どもたち一人ひとりの意欲を高めていければと思いますのでよろしくお願いします。

【１年間の取り組み】

　児童生徒は５月に自分の将来の夢や目標と、それを実現させる
ための「わたしのがんばり宣言」を作成しました。それを受け、
各ご家庭でお子様の夢や目標をどのように応援していくかを話し
合い「わが家の応援プログラム」を作成いただきました。作成し
たシートは見やすい所に掲示し、ご家庭で話題にしていただくよ
うお願いしました。また、保護者の皆さんには、学校だよりや懇
談会等で話題にするなど、年間を通して意識いただくようお願い
しました。そして、学年末に児童生徒は「夢に向かってがんばる
ことができたか」、保護者や教職員は「夢に向かってがんばる子
どもを応援できたか」について振り返っていただきました。

小 中 学 校

　５月に、三重県が作成した「生活習慣チェック
シート」を活用し、「生活リズムを整える、あい
さつをする、親子の会話を大切にする、読み聞か
せをする」ことをめざし取り組みを行いました。
中でも、絵本の読み聞かせを習慣化することで、
次第に集中力が身に付き、将来、学習に向かう基
礎となる力を育むことにつながることから、園で
は登園及び降園時に保護者の皆さんが本を借りや
すくなるよう、昇降口に「青
空図書館」を整備し、読み聞
かせをしていただくようお願
いしました。

こ ど も 園
　青少年育成町民会議では、11月に、「子どもの
自己肯定感を引き上げる方法」と題して教育研究
家の石田勝紀先生をお招きして、子どもとのかか
わり方や子育てについての講演会を開催し、当日
は保護者だけでなく地域の方や学校の先生にも数
多く参加いただきました。参加者からは、「子育
てに大変参考になった。また話を聞きたい。」な
どの声をいただき大変好評でした。
　また、小中学校で
取り組んでいただい
た「わが家のスロー
ガン」を町の行事健
康カレンダーに掲載
して、家庭への啓発
を行いました。

地 域

「夢に向かってがんばる木曽岬っ子」応援キャンペーン  シーズン２  連載シリーズ⑪

１年間の取り組みを振り返って
木曽岬こども園　　木曽岬こども園PTA
木曽岬小学校　　　木曽岬小学校PTA
木曽岬中学校　　　木曽岬中学校PTA
木曽岬町青少年育成町民会議
木曽岬町教育委員会

１年間を振り返って
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　令和４年度までは新型コロナウイルス感染症の影響によって運動機会が減少していましたが、令和５年度調
査については、全国的にも改善の傾向が見られました。木曽岬町においても同様です。しかし、体力・運動能力、
運動習慣等ともにコロナ禍以前の水準と比較すると低下している状況は続いていることがわかりました。
　園・学校では、新型コロナウイルス感染症対策に留意しながら、体育の時間を中心として子どもたちが運動
できる機会を確保し、体力・運動能力の向上に努めてまいりますので、ご家庭におかれましてもお子様に声か
けをしていただくなど、子どもたちの体力・運動能力向上のためのご協力をよろしくお願いします。

　昨年４～７月に「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」が行われ、その結果がスポーツ庁より1月に公表
されました。木曽岬町の子どもたちの調査結果は以下のとおりです。

全国体力・運動能力、運動習慣等調査の
結果をお知らせします

◎実施学年／小学校５年生、中学校２年生
◎実施種目／握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20ｍシャトルラン（中学生は持久走）、
　　　　　　50ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ（中学生はハンドボール投げ）

◎調査結果／•小学校は8種目中、男子は3種目、女子は6種目で全国平均を
　　　　　　　上回りました。
　　　　　　•中学校は8種目中、男子は４種目、女子は１種目で全国平均を
　　　　　　　上回りました。

令和5年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査　結果（小5・中2）令和5年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査　結果（小5・中2）

【木曽岬小 5年生】 【木曽岬中 2年生】

小5男子
全国
木曽岬町

16.13
△

16.01
◎

小5女子
握力（kg）【筋力】

小5男子
全国
木曽岬町

19.00
◎

18.05
◎

小5女子
上体起こし（回）【筋持久力】

小5男子
全国

木曽岬町
46.92
△

36.80
◎

小5女子
20mシャトルラン（回）【全身持久力】

小5男子
全国

木曽岬町
9.48
△

9.71
◎

小5女子
50m走（秒）【走力】

小5男子
全国
木曽岬町

33.98
◎

38.45
△

小5女子
長座体前屈（cm）【柔軟性】

小5男子
全国
木曽岬町

40.60
◎

38.73
◎

小5女子
反復横跳び（点）【敏捷性】

小5男子
全国

木曽岬町
20.52
△

13.22
△

小5女子
〈小〉ソフトボール投げ（m）【投力】

小5男子
全国

木曽岬町
151.13
△

144.29
◎

小5女子
立ち幅跳び（cm）【跳躍力】

◎：全国平均を上回ったもの　　△：全国平均を下回ったもの　　□：全国平均と同水準のもの

（中学２年生については、新型コロナウイルス感染症の影響により、小学５年生時
の全国体力・運動能力、運動習慣等調査は実施されていません。）

中2男子
全国
木曽岬町

29.02
◎

23.15
□

中2女子
握力（kg）【筋力】

中2男子
全国
木曽岬町

25.82
□

21.62
△

中2女子
上体起こし（回）【筋持久力】

中2男子
全国
木曽岬町

409.02
△

306.26
△

中2女子
持久走（秒）【全身持久力】

中2男子
全国
木曽岬町

8.01
◎

8.95
△

中2女子
50m走（秒）【走力】

中2男子
全国
木曽岬町

44.16
◎

46.27
◎

中2女子
長座体前屈（cm）【柔軟性】

中2男子
全国
木曽岬町

51.22
□

45.65
□

中2女子
反復横跳び（点）【敏捷性】

中2男子
全国
木曽岬町

20.40
△

12.43
△

中2女子
〈中〉ハンドボール投げ（m）【投力】

中2男子
全国
木曽岬町

197.02
◎

166.34
△

中2女子
立ち幅跳び（cm）【跳躍力】
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私
た
ち
の
通
学
路
に
は
子
ど
も
１
１

０
番
の
家
が
あ
り
ま
す
。
何
か
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に

入
れ
る
家
な
の
で
す
が
、
い
ざ
何
か
あ

っ
た
時
、
そ
の
家
の
人
が
ど
ん
な
人
な

の
か
わ
か
ら
ず
、
１
１
０
番
の
家
の
中

に
入
り
づ
ら
い
で
す
。
み
ん
な
に
聞
い

て
み
て
も
、
知
ら
な
い
人
だ
か
ら
と
い

う
理
由
で
入
り
づ
ら
い
と
話
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
子
ど
も
議
会
に
お
い

て
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
カ
ラ
ー

コ
ー
ン
は
１
０
５
箇
所
設
置
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
の
で
す
が
、
コ
ー
ン

が
壊
れ
て
い
た
り
、
そ
も
そ
も
場
所
を

知
ら
な
か
っ
た
り
と
、
設
置
場
所
が
わ

か
ら
な
い
児
童
も
多
い
で
す
。

　

な
の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
安
心
し

て
頼
れ
る
よ
う
に
１
１
０
番
の
家
の
み

な
さ
ん
と
関
わ
る
機
会
を
設
け
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
場

を
通
し
て
設
置
場
所
な
ど
を
詳
し
く
教

え
て
ほ
し
い
で
す
。

　

今
後
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
に
つ
い

て
何
か
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
お
う
ち
」
に

つ
き
ま
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活

動
の
１
つ
と
し
て
平
成
１６
年
度
か
ら
実

施
し
、
知
ら
な
い
人
に
声
を
掛
け
ら
れ

た
り
、
不
審
者
等
に
後
を
付
け
ら
れ
た

り
し
た
時
に
駆
け
込
む
目
印
と
し
て
、

子
ど
も
に
『
何
か
あ
っ
た
ら
逃
げ
込
め

る
安
心
感
』
を
与
え
る
と
と
も
に
『
犯

罪
に
対
す
る
防
犯
意
識
の
高
い
地
域
、

犯
罪
の
起
こ
し
に
く
い
地
域
』
と
し
て
、

視
覚
に
よ
る
犯
罪
抑
止
効
果
を
高
め
る

も
の
で
、
現
在
、
区
長
さ
ん
や
防
犯
委

員
さ
ん
、
町
議
会
議
員
さ
ん
の
お
宅
の

ほ
か
、
事
業
所
な
ど
に
も
「
子
ど
も
１

１
０
番
の
お
う
ち
」
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ン

を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
に
つ
き
ま
し
て
、

破
損
し
た
場
合
、
随
時
交
換
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
申
し
出
を
受
け

て
の
対
応
で
あ
る
た
め
、
破
損
状
況
の

確
認
後
交
換
す
る
な
ど
、
適
切
な
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
の
設
置
場
所

に
つ
き
ま
し
て
、
学
校
を
通
じ
て
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、「
子
ど
も
１
１
０
番
の
お
う
ち
」

の
方
々
と
の
交
流
に
つ
き
ま
し
て
、
通

学
路
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
学
校
、

役
場
、
警
察
な
ど
で
構
成
さ
れ
毎
年
開

催
し
て
お
り
ま
す
「
木
曽
岬
町
通
学
路

安
全
推
進
会
議
」
で
協
議
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
防
犯
委
員
会
や
桑
名
地
域

生
活
安
全
協
会
、
防
犯
活
動
団
体
、
警

察
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
Ｂ

Ｗ
Ａ
を
活
用
し
た
「
子
ど
も
見
守
り
サ

ー
ビ
ス
」
や
防
犯
灯
及
び
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
な
ど
、
地
域
全
体
で
皆
さ
ん
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
暗

く
な
っ
て
か
ら
の
外
出
を
で
き
る
だ
け

控
え
る
」「
暗
い
道
路
を
通
行
す
る
際

に
は
、
反
射
材
な
ど
を
身
に
着
け
る
」

「
知
ら
な
い
人
に
は
付
い
て
い
か
な
い
」

な
ど
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
安
全
対
策

を
心
が
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
が
卒
業
す
る
と
、
来
年
度
か

ら
全
学
年
１
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
木

曽
岬
町
の
人
口
の
ピ
ー
ク
は
、
１
９
９

５
年
頃
で
７
，２
３
１
人
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
６
，０
０
０
人
に
届
か
な
い
で

す
。

　

子
ど
も
を
増
や
す
た
め
に
は
、
若
い

夫
婦
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
第
一
条
件

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
便
利

で
活
気
の
あ
る
魅
力
的
な
町
づ
く
り
を

行
う
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
提
案
を
３
つ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
町
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
す
。
町
内
で
の

ゴ
ミ
拾
い
活
動
は
、
主
に
町
内
一
斉
清

掃
が
半
年
に
１
回
あ
る
だ
け
で
す
。
こ

の
前
、
一
斉
清
掃
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、

前
回
と
比
べ
る
と
ゴ
ミ
が
多
か
っ
た
気

が
し
ま
す
。
だ
か
ら
ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
、

き
れ
い
な
町
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園

や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
、
人

を
呼
び
込
む
施
設
を
増
や
す
こ
と
で
す
。

き
れ
い
な
町
に
し
て
も
、
子
ど
も
が
楽

し
め
る
場
所
が
な
け
れ
ば
、
若
い
夫
婦

を
呼
び
よ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
の
で
、
公
園
や
施
設
の
整
備
を
行
う

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

３
つ
目
は
、
補
助
金
を
増
や
す
こ
と

で
す
。
木
曽
岬
町
に
は
、
子
ど
も
の
補

助
金
や
、
空
き
家
改
修
事
業
費
補
助
金

な
ど
、
町
民
に
と
っ
て
い
い
補
助
金
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
補

助
金
は
、
木
曽
岬
町
に
移
住
す
る
人
に

と
っ
て
は
い
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
そ

れ
な
の
に
、
人
口
が
増
え
な
い
理
由
と

し
て
考
え
た
の
は
、
こ
の
こ
と
が
、
広

く
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
役
場
の
方
た
ち
に
は
、
こ

の
補
助
金
制
度
な
ど
を
積
極
的
に
発
信

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
人
口
を
増

や
す
た
め
、
魅
力
的
な
町
づ
く
り
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
を
要
望
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
何
か
あ

り
ま
し
た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
１
点
目
の
「
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て

町
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な
い
き
れ
い
な
町
は
、

と
て
も
魅
力
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
議
員
も
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
、
毎

年
６
月
と
１２
月
の
町
内
一
斉
清
掃
で
は
、

住
民
の
方
や
企
業
で
働
く
方
々
に
よ
る

清
掃
活
動
、
１０
月
に
は
川
と
海
の
ク
リ

ー
ン
大
作
戦
と
題
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
よ
る
木
曽
川
沿
い
の
ゴ
ミ
拾

い
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
住
民
の
皆
様

と
一
緒
に
清
掃
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
き

れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
意
識
づ
く
り
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
こ

小
久
保
美
空
議
員

答弁

坂
倉
危
機
管
理
課
長

伊藤　大誠
議長 子
ど
も
議
会

令和
6年 子
ど
も
だ
っ
て
こ
こ
が
聞
き
た
い

特集質問

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

人
と
の
交
流
に
つ
い
て

伊
藤
　
七
緒
議
員

質問

木
曽
岬
町
の
人
口
を
増
や

す
取
り
組
み
に
つ
い
て

答弁

伊
藤
建
設
課
長

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
議
会

カ
レ
ン
ダ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

生
活
の
ミ
ニ
情
報
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と
に
、「
ポ
イ
捨
て
」
に
よ
る
ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
る
状
況
が
み
ら
れ
ま
す
。
ゴ

ミ
を
無
く
す
に
は
、
地
域
の
協
力
が
重

要
で
す
。
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
れ
ば
、
そ

こ
に
新
た
な
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
の
無
い

地
域
で
あ
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
伊
藤
議
員
や
お
友
達
が
、
ご
家
庭
や

地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
ゴ
ミ
の

な
い
地
域
の
輪
が
町
全
体
に
拡
が
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
町

を
「
魅
力
的
な
ま
ち
」
と
す
る
た
め
、

ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
２
点
目
の
「
公
園
や
施
設
の
整

備
」
で
す
が
、
現
在
、
公
園
の
整
備
計

画
は
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
。
現

在
の
公
園
に
関
す
る
町
民
の
方
か
ら
の

ご
意
見
と
し
て
は
、
子
ど
も
の
減
少
だ

け
で
な
く
、
各
地
域
の
高
齢
化
問
題
も

あ
り
、
公
園
の
草
刈
り
や
清
掃
な
ど
に

つ
い
て
も
、
年
々
参
加
者
が
減
り
困
っ

て
い
る
、
と
い
う
内
容
で
す
。

　
町
と
し
ま
し
て
は
、
例
え
少
子
化
で

も
、
公
園
は
大
切
な
場
所
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
地
域
の
方
々
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
維
持
管
理
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
み
な
さ
ん
も
公
園
を
利
用
す
る
と

き
は
、
地
域
の
方
々
が
大
変
な
思
い
を

し
て
草
刈
り
や
掃
除
を
し
て
く
れ
て
い

る
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
遊
具
だ
け
で
な
く
ベ
ン

チ
、
手
洗
い
場
、
藤
棚
な
ど
の
公
園
施

設
に
つ
い
て
、
毎
年
複
数
回
点
検
を
実

施
し
、
修
繕
を
行
い
公
園
の
機
能
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
は
、
鍋
田

川
い
こ
い
パ
ー
ク
の
ト
イ
レ
を
誰
も
が

使
い
や
す
い
よ
う
に
改
修
を
し
ま
し
た
。

　
町
内
に
は
、
グ
ル
ー
ビ
ー
パ
ー
ク
や

ち
び
っ
こ
広
場
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き

る
大
き
な
公
園
か
ら
、
地
域
の
方
々
が

身
近
な
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
小
さ
な
公
園
な
ど
、
大
小

様
々
な
公
園
が
３６
箇
所
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
目
的
に
あ
っ
た
公
園
を

選
ん
で
、
た
く
さ
ん
利
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
遊
ん
で
い
る
公
園
で
あ
れ

ば
、
町
も
地
域
の
方
も
、
よ
り
一
層
き

れ
い
な
公
園
に
し
な
け
れ
ば
、
と
頑
張

る
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
将
来
像
を
示
す
「
総
合

計
画
」
の
策
定
を
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

公
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
再
整
備

計
画
を
見
直
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
何
か
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
提

案
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
つ
い
て

も
、
整
備
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
「
き
そ
さ
き
Ａ
Ｚ

ク
ラ
ブ
」
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
陸
上

な
ど
多
様
な
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
３
点
目
の「
補
助
金
」に
つ
い
て
、

移
住
者
促
進
の
補
助
金
と
し
て
「
木
曽

岬
町
移
住
促
進
空
き
家
改
修
支
援
事
業

費
補
助
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　
人
口
が
減
れ
ば
空
き
家
が
増
え
、
放

置
し
て
お
く
と
雑
草
が
生
え
周
辺
環
境

の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
空
き
家
に

人
が
住
む
こ
と
に
な
れ
ば
、
空
き
家
が

減
り
人
口
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
空
き
家
を
改
修
す
る
工
事
に
必
要

な
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
町
内
の
空
き
家
を
調
べ
る
方
法

と
し
て
「
木
曽
岬
町
空
き
家
バ
ン
ク
」

が
あ
り
ま
す
。
空
き
家
を
売
り
た
い
人

と
買
い
た
い
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

制
度
で
す
。
こ
れ
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
国
や
三
重
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
町
で
は
、
情
報
発
信

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
広
報
き
そ
さ
き

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
、Ｘ
、配
信
メ
ー
ル
な
ど
で
、

移
住
促
進
補
助
金
も
含
め
、
町
の
イ
ベ

ン
ト
や
各
種
お
知
ら
せ
な
ど
の
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
木
曽
岬

町
へ
の
移
住
者
が
増
え
る
よ
う
更
な
る

情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
は
町
が
発
信
す
る
の
み

な
ら
ず
、
口
コ
ミ
も
非
常
に
大
き
な
影

響
力
が
あ
り
ま
す
。
議
員
に
お
か
れ
ま

し
て
も
町
外
の
お
友
達
に
、
木
曽
岬
町

の
魅
力
・
良
い
と
こ
ろ
を
話
し
て
も
ら

え
れ
ば
町
の
大
き
な
Ｐ
Ｒ
と
な
り
ま
す

の
で
、
是
非
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
私
の
家
に
は
母
と
高
校
生
の
姉
が
い

ま
す
。
高
校
生
の
姉
は
、
弥
富
駅
か
ら

バ
ス
で
帰
っ
て
き
ま
す
。
で
も
、
姉
が

帰
る
夕
方
以
降
の
時
間
は
１
時
間
に
１

本
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
母
が

弥
富
駅
ま
で
迎
え
に
行
く
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
夕
方
は
家
事
で
忙
し
い
時

間
な
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
朝
は
多
い

の
に
夜
は
少
な
い
の
で
、
高
校
生
や
仕

事
か
ら
帰
る
人
た
ち
が
他
に
も
困
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
ト
マ
ッ
ピ
ー
バ
ス
は
、
町
に

２
路
線
し
か
運
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

令
和
２
年
度
の
バ
ス
利
用
者
数
は
、
お

よ
そ
１１
万
１
，７
７
２
人
で
、
令
和
３

年
度
の
利
用
者
は
、
お
よ
そ
１２
万
２
，

６
０
９
人
で
し
た
。
昨
年
の
子
ど
も
議

会
で
の
答
弁
で
は
「
増
や
す
予
定
は
な

い
」と
あ
り
ま
し
た
。そ
の
理
由
と
し
て
、

バ
ス
を
走
ら
せ
る
と
１
年
間
で
１
，８

０
０
万
円
以
上
も
の
赤
字
を
出
し
て
い

る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
令
和
２
年
度
も
３
年
度
も

バ
ス
利
用
者
が
１０
万
人
を
超
え
、
た
く

さ
ん
の
人
が
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。
ど
の
世
代
の
人
が
一
番
利

用
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、

通
勤
や
通
学
で
利
用
し
て
い
る
人
の
割

合
が
多
い
な
ら
、
そ
の
世
代
の
人
の
料

金
を
少
し
上
げ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
夜
は
弥
富
駅
か
ら
木
曽

岬
町
へ
帰
る
人
が
多
い
の
で
、
夕
方
以

降
の
バ
ス
は
数
本
増
や
し
て
ほ
し
い
で

す
。
高
校
生
の
料
金
は
少
し
増
や
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
母

た
ち
も
迎
え
に
行
く
よ
り
、
料
金
が
高

く
て
も
バ
ス
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
バ
ス
に
乗
る
料

金
が
安
く
て
も
、
本
数
が
少
な
く
て
利

用
者
が
減
れ
ば
、
安
く
て
も
意
味
が
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
高
校
生
に
な
っ
た
ら
ト
マ

ッ
ピ
ー
バ
ス
に
乗
る
と
思
い
ま
す
。
母

に
も
毎
回
困
っ
て
ほ
し
く
な
い
の
で
、

夜
の
時
間
帯
だ
け
で
も
増
や
し
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
母
や
夜
ト
マ

ッ
ピ
ー
バ
ス
で
帰
る
人
た
ち
が
喜
ぶ
と

思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
２１
時
台
も
増
や

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

今
後
、
ト
マ
ッ
ピ
ー
バ
ス
の
増
発
に

つ
い
て
何
か
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
自
主
運
行
バ
ス
は
、
平
成
１９
年
４
月

か
ら
運
行
を
開
始
し
、
現
在
は
、
中
央

線
と
源
緑
見
入
線
の
２
路
線
４６
便
を
３

６
５
日
運
行
し
て
お
り
、
今
で
は
身
近

な
移
動
手
段
と
し
て
皆
さ
ん
の
生
活
に

定
着
し
、
昨
年
度
は
こ
れ
ま
で
で
最
多

諸
戸
あ
ず
み
議
員

村瀬　生真
議長

質問

ト
マ
ッ
ピ
ー
バ
ス
の
増
発

に
つ
い
て

答弁

坂
倉
危
機
管
理
課
長

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

生
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の
ミ
ニ
情
報

子
ど
も
議
会

カ
レ
ン
ダ
ー

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す



18広報きそさき　2024.3.1

の
１３
万
９
，４
１
２
人
に
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
ど
の
世
代
が
一
番
利
用
し
て
い
る

か
、
利
用
の
多
い
世
代
の
料
金
を
上
げ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
毎
年
７
月
と
１１
月
に
乗
降
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
の
１１
月
の

調
査
で
は
、一
般・高
齢
者・障
が
い
者
・

高
校
生
以
下
・
未
就
学
児
の
属
性
別
の

調
査
も
し
た
と
こ
ろ
、一
般
が
４７
．５
％
、

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
２２
．９
％
、
高

校
生
以
下
が
１６
．４
％
、
障
が
い
者
が

１２
．７
％
、
未
就
学
児
が
０
．５
％
と
い

う
結
果
で
し
た
。

　
バ
ス
の
利
用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
開
始
時
に
、
受
益
者
負
担
や
事
業

の
採
算
性
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な

ど
を
ふ
ま
え
、
地
域
公
共
交
通
会
議
に

お
い
て
協
議
い
た
だ
き
、
今
の
料
金
額

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
赤
字
額
が
少
な

く
な
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
バ
ス
を
導
入
し
た
経
緯
や

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
、
赤
字
を
減
ら
す
と
い
う
理
由
だ
け

で
、
特
定
の
世
代
の
料
金
を
引
き
上
げ

る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
夜
の
増
便
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
の
運
行
体
制
で
は
対
応
で
き
な
い

た
め
、
１
便
を
増
便
す
る
だ
け
で
も
運

転
手
を
増
員
す
る
必
要
が
あ
り
、
多
額

の
経
費
を
要
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の

運
行
体
制
を
維
持
す
る
だ
け
で
も
人
件

費
や
燃
料
費
の
高
騰
に
伴
う
バ
ス
運
行

費
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
に
お
い
て
増
便
す
る
予
定
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
自
主
運
行
バ
ス
は

当
町
に
お
け
る
唯
一
の
交
通
手
段
で
あ

る
た
め
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ニ

ー
ズ
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
運

行
体
制
の
研
究
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
前
予
約
に
応
じ
て
指
定
の

区
間
を
最
短
経
路
で
運
行
す
る
「
デ
マ

ン
ド
交
通
」
の
導
入
が
全
国
各
地
で
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
当
町
に
お
き
ま

し
て
も
新
調
査
・
検
討
を
し
て
い
き
ま

す
。

　
今
後
と
も
、
自
主
運
行
バ
ス
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
運
営

状
況
に
つ
き
ま
し
て
も
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
僕
は
２
年
生
の
時
に
ス
リ
ラ
ン
カ
か

ら
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
僕
た
ち
以

外
に
も
い
ろ
ん
な
外
国
の
人
た
ち
が
住

ん
で
い
ま
す
が
、
生
活
の
中
で
不
便
な

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
町
の
イ
ベ
ン

ト
や
広
報
な
ど
の
情
報
が
、
日
本
語
で

読
み
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
道

路
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
標
識
が
分
か
ら
な

く
て
困
っ
て
い
た
り
す
る
人
も
い
る
そ

う
で
す
。

　

父
か
ら
は
、
木
曽
岬
に
住
み
は
じ
め

た
こ
ろ
日
本
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
ず
、

困
っ
た
事
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
話
を
聞

き
ま
し
た
。
中
で
も
、
保
育
園
の
こ
と

や
道
路
の
危
険
な
と
こ
ろ
な
ど
を
役
場

に
相
談
に
行
っ
た
け
れ
ど
、
何
の
返
答

も
な
く
悲
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。

　

木
曽
岬
町
は
、
三
重
県
の
令
和
４
年

度
の
調
査
で
、
町
内
の
外
国
人
住
民
の

割
合
が
８
．７
％
と
県
内
で
一
番
高
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
も
外
国

人
の
人
口
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
役
場
で
は
、
ポ
ケ
ト

ー
ク
で
通
訳
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

中
々
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
と
聞
き
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
２
つ
の
提
案
が
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
標
識
や
広
報
な
ど
、
生

活
に
必
要
な
大
事
な
情
報
を
英
語
な
ど

他
の
言
語
で
表
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
外
国
の
人
が
困
っ
て
い

る
こ
と
を
直
接
聞
き
、
解
決
で
き
る
よ

う
な
交
流
会
を
開
い
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
分
か
ら
な
い
こ
と
や
知

り
た
い
こ
と
な
ど
が
聞
け
る
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
、
外
国
の
人
も
住
み
や
す
い
町

づ
く
り
に
つ
い
て
、
何
か
あ
り
ま
し
た

ら
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
木
曽
岬
町
に
住
む
外
国
の
人
の
数
は

増
え
て
い
て
、
昨
年
１２
月
末
に
は
６
１

９
人
で
人
口
の
１０
．４
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
籍
も
２５
か
国
と
非
常

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
２５
か
国

の
う
ち
、
英
語
を
国
の
言
葉
と
し
て
い

る
国
は
７
か
国
し
か
な
く
、
英
語
が
わ

か
ら
な
い
外
国
の
人
も
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、
災
害
か
ら
命
を
守

る
た
め
の
情
報
や
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
情

報
を
お
知
ら
せ
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
、

日
本
語
以
外
に
、英
語
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
の
言
葉
で
作
っ
た
り
、
病

気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
必
要
な
国
民

健
康
保
険
に
入
る
た
め
の
手
引
き
を
、

英
語
、中
国
語
、韓
国
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
言
葉
で
作
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
の
窓
口
で
は
、
ポ
ケ
ト

ー
ク
と
い
う
翻
訳
機
械
を
使
い
、
書
類

の
書
き
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
英
語
と

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
説
明
書
を
作
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
伝
え
た
い
情
報
を
ス

ム
ー
ズ
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
、
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　
色
々
な
国
の
言
葉
で
情
報
を
お
知
ら

せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
伝
え
き

れ
て
い
な
い
。
今
、
日
本
の
い
ろ
い
ろ

な
場
所
で
同
じ
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
解
決
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

国
の
文
化
庁
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
は
、

「
日
本
に
住
ん
で
い
る
外
国
の
人
を
支

援
す
る
た
め
の
や
さ
し
い
日
本
語
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
も
の
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。「
や
さ
し
い
日
本
語
」
と

い
う
の
は
、
難
し
い
言
葉
を
分
か
り
や

す
い
日
本
語
に
言
い
換
え
た
言
葉
と
い

う
こ
と
で
、
外
国
の
人
や
お
年
寄
り
、

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
多
く
の
人
達
に
、

日
本
語
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
伝
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
町
も
来
年
度
か
ら
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
を
使
う
取
組
み
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
議
員
か
ら
ご
提
案
頂
い

た
よ
う
に
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
が
学

べ
る
よ
う
な
交
流
会
を
行
う
と
か
、
町

に
住
む
外
国
の
人
達
や
外
国
の
人
と
友

達
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
日
本
の

人
達
が
、
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
を
作

る
こ
と
が
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多

く
の
国
の
言
葉
を
使
っ
て
情
報
発
信
や
、

外
国
の
人
達
が
日
本
語
を
勉
強
す
る
場

所
を
作
っ
て
い
く
取
組
み
も
、
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
取
組
み
が
出
来
た
ら
、

外
国
の
人
と
簡
単
な
話
を
す
る
と
き
に

は
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
使
う
、
難

し
い
話
を
す
る
と
き
に
は
、
多
く
の
国

の
言
葉
で
書
か
れ
た
資
料
や
勉
強
し
て

も
ら
っ
た
日
本
語
を
使
う
。
こ
う
い
っ

た
使
い
分
け
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、

木
曽
岬
町
が
「
外
国
の
人
に
も
住
み
や

す
い
町
」
に
変
化
し
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
、
少
し
ず
つ
こ
の
取
組

み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
時
に
は
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
お

手
伝
い
を
し
て
も
ら
っ
て
、
み
ん
な
で

一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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木
曽
岬
町
は
、
三
重
県
の
令
和
４
年

度
の
調
査
で
は
外
国
人
住
民
の
割
合
が

８
．７
％
と
一
番
高
い
で
す
。
木
曽
岬

小
学
校
で
も
現
在
、
全
校
児
童
２
１
６

人
の
う
ち
外
国
に
関
わ
り
が
あ
る
児
童

が
２８
人
で
、
１３
％
の
児
童
が
外
国
に
関

わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

木
曽
岬
町
で
は
、
バ
ス
停
や
交
通
安

全
の
注
意
書
き
な
ど
が
英
語
で
書
か
れ

て
い
な
い
所
が
あ
り
ま
す
。
生
活
面
で

困
る
事
や
事
故
や
事
件
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
な
い
も
の
に
英
語
が
書
か
れ
て

お
ら
ず
、
バ
ス
停
な
ど
に
英
語
が
書
か

れ
て
な
い
と
外
国
人
に
と
っ
て
不
便
で
、

木
曽
岬
町
が
「
誰
に
で
も
住
み
や
す
い

町
」
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

も
っ
と
多
く
の
看
板
に
英
語
を
書
い
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
何
か

考
え
て
い
る
事
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
木
曽
岬
町
に
住
む
外
国
の
人
の
数
は

増
え
て
い
て
、
昨
年
１２
月
末
に
は
６
１

９
人
で
人
口
の
１０
．４
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
籍
も
２５
か
国
と
非
常

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
２５
か
国

の
う
ち
、
英
語
を
国
の
言
葉
と
し
て
い

る
国
は
７
か
国
し
か
な
く
、
英
語
が
わ

か
ら
な
い
外
国
の
人
も
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、
災
害
か
ら
命
を
守

る
た
め
の
情
報
や
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
情

報
を
お
知
ら
せ
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
、

日
本
語
以
外
に
、英
語
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
の
言
葉
で
作
っ
た
り
、
病

気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
必
要
な
国
民

健
康
保
険
に
入
る
た
め
の
手
引
き
を
、

英
語
、中
国
語
、韓
国
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
言
葉
で
作
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
の
窓
口
で
は
、
ポ
ケ
ト

ー
ク
と
い
う
翻
訳
機
械
を
使
い
、
書
類

の
書
き
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
英
語
と

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
説
明
書
を
作
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
伝
え
た
い
情
報
を
ス

ム
ー
ズ
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
、
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。

　
色
々
な
国
の
言
葉
で
情
報
を
お
知
ら

せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
伝
え
き

れ
て
い
な
い
。
今
、
日
本
の
い
ろ
い
ろ

な
場
所
で
同
じ
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
解
決
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

国
の
文
化
庁
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
は
、

「
日
本
に
住
ん
で
い
る
外
国
の
人
を
支

援
す
る
た
め
の
や
さ
し
い
日
本
語
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
も
の
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。「
や
さ
し
い
日
本
語
」
と

い
う
の
は
、
難
し
い
言
葉
を
分
か
り
や

す
い
日
本
語
に
言
い
換
え
た
言
葉
と
い

う
こ
と
で
、
外
国
の
人
や
お
年
寄
り
、

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
多
く
の
人
達
に
、

日
本
語
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
伝
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
町
も
来
年
度
か
ら
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
を
使
う
取
組
み
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
議
員
か
ら
ご
提
案
頂
い

た
よ
う
に
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
が
学

べ
る
よ
う
な
交
流
会
を
行
う
と
か
、
町

に
住
む
外
国
の
人
達
や
外
国
の
人
と
友

達
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
日
本
の

人
達
が
、
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
を
作

る
こ
と
が
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多

く
の
国
の
言
葉
を
使
っ
て
情
報
発
信
や
、

外
国
の
人
達
が
日
本
語
を
勉
強
す
る
場

所
を
作
っ
て
い
く
取
組
み
も
、
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
考
え
て

い
ま
す
。
で
す
の
で
、
そ
の
中
で
、
今

回
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
看
板
の
英

語
表
記
あ
る
い
は
、
英
語
以
外
の
表
記

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
け
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
取
組
み
が
出
来
た
ら
、

外
国
の
人
と
簡
単
な
話
を
す
る
と
き
に

は
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
使
う
、
難

し
い
話
を
す
る
と
き
に
は
、
多
く
の
国

の
言
葉
で
書
か
れ
た
資
料
や
勉
強
し
て

も
ら
っ
た
日
本
語
を
使
う
。
こ
う
い
っ

た
使
い
分
け
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、

木
曽
岬
町
が
「
外
国
の
人
に
も
住
み
や

す
い
町
」
に
変
化
し
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
、
少
し
ず
つ
こ
の
取
組

み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
時
に
は
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
お

手
伝
い
を
し
て
も
ら
っ
て
、
み
ん
な
で

一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
運
動
場
で
は
、

凸
凹
が
あ
っ
て
走
り
に
く
く
、
つ
ま
ず

く
人
が
多
い
で
す
。
土
が
薄
い
部
分
で

は
滑
っ
て
怪
我
を
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
私
が
一
輪
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き

に
は
、
そ
の
凸
凹
で
転
び
そ
う
に
な
り

ま
す
。

　

特
に
凸
凹
が
ひ
ど
い
の
は
、
ミ
ニ
サ

ッ
カ
ー
コ
ー
ト
と
そ
の
隣
の
一
輪
車
乗

り
場
で
す
。
ま
た
、
運
動
場
と
校
舎
の

境
目
に
あ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
は
さ

け
て
い
ま
す
。
凸
凹
が
多
く
あ
る
か
ら

で
す
。
暗
い
時
は
、
凸
凹
し
て
い
る
場

所
で
つ
ま
ず
き
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車

で
走
る
時
も
タ
イ
ヤ
が
大
き
く
バ
ウ
ン

ド
し
ま
す
。
整
地
を
し
た
り
、
土
を
入

れ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
何
か

考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
運
動
場
の
隅
に
あ
り
ま
す
補
充
用
の

土
を
入
れ
る
こ
と
で
改
善
で
き
る
と
考

え
て
お
り
、
早
急
に
対
応
す
る
た
め
校

長
先
生
と
話
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
運
動
場
と
校
舎
の
間
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
通
路
部
分
は
、
桜
の
木
の
根

が
大
き
く
な
り
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
盛
り

上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

補
修
工
事
が
必
要
な
状
況
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は

定
期
的
に
状
況
を
確
か
め
ま
す
。

　
特
に
安
全
上
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、

ト
ラ
ッ
ク
内
や
ト
ラ
ッ
ク
周
り
で
は
土

が
少
な
く
な
っ
て
お
り
ポ
イ
ン
ト
マ
ー

カ
ー
が
地
面
か
ら
浮
き
出
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
雨
天
後
の
水
は
け
が
十
分
で
な

い
場
所
が
あ
る
こ
と
で
す
。
学
習
環
境

の
整
備
の
観
点
か
ら
、
運
動
場
の
ト
ラ

ッ
ク
周
り
や
ト
ラ
ッ
ク
内
に
つ
い
て
は

専
門
業
者
に
よ
る
整
備
工
事
を
行
い
、

使
用
し
や
す
い
運
動
場
に
な
る
よ
う
改

善
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
使
用
が
出
来
る

よ
う
引
き
続
き
整
備
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
勉
強
に
運
動
に
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答弁

村
上
教
育
課
長

服
部
　
芳
音
議
員

阿南　颯真
議長

質問

看
板
の
英
語
表
記
に

つ
い
て

諸
戸
　
美
羽
議
員

質問

学
校
の
土
の

凸
凹
に
つ
い
て

答弁

小
島
総
務
政
策
課
長

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

子
ど
も
議
会

カ
レ
ン
ダ
ー

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す
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木
曽
岬
町
の
現
在
の
人
口
は
５
，９

３
７
人
と
６
，０
０
０
人
を
割
り
ま
し

た
。
人
口
が
減
る
こ
と
に
よ
り
地
域
経

済
の
低
下
、
町
の
過
疎
化
、
労
動
力
不

足
な
ど
多
く
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
木
曽
岬
町
が
子
育
て
を

し
や
す
い
町
で
あ
れ
ば
人
口
が
増
え
る

と
考
え
ま
し
た
。
木
曽
岬
町
の
人
口
目

標
は
６
，５
０
０
人
だ
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
知
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
皆
で

遊
べ
る
交
流
施
設
を
作
り
、
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
と
増
や
し
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
。

　

人
口
を
増
や
す
た
め
の
具
体
的
な
計

画
は
あ
り
ま
す
か
。
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
議
員
が
お
調
べ
に
な
り
ま
し
た
人
口

減
少
問
題
は
、
木
曽
岬
町
の
大
き
な
課

題
で
す
。

　
ご
質
問
の
交
流
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
町
内
に
ご
ざ
い
ま
す
３６
箇

所
の
公
園
や
小
学
校
の
校
庭
を
活
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
南
部
保
育
園
を
改
修
し
社

会
福
祉
協
議
会
が
管
理
を
し
て
お
り
ま

す
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
で
は
、
子
ど
も

だ
け
で
な
く
皆
さ
ん
が
気
軽
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
日
の
午
後
４
時

ま
で
と
第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
施
設
の
開
放

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
卓
球
や
ゲ
ー
ム
、

読
書
な
ど
を
楽
し
め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
次
に
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
つ
き
ま
し
て
、
現
在
も
様
々
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
こ
ど
も
園
に
通
っ
て
い
な

い
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
で
は
、
毎
月

第
２
金
曜
日
を
除
く
平
日
の
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
交
流
を
図
っ
た
り
、

保
育
士
や
保
健
師
が
相
談
に
対
応
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」

に
お
き
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
３
人
目
の

お
子
さ
ん
を
出
産
さ
れ
た
時
に
お
祝
い

金
を
お
渡
し
し
て
ま
し
た
が
、
令
和
５

年
度
か
ら
は
１
人
目
か
ら
お
祝
い
金
を

お
渡
し
す
る
よ
う
、
制
度
の
拡
充
を
図

り
ま
し
た
。

　
人
口
を
増
や
す
た
め
、
人
口
減
少
と

少
子
化
対
策
と
し
て
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
、
出
会
い
の
機
会
の
提
供
と

木
曽
岬
町
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
だ
り
、

若
い
世
代
の
ご
夫
婦
が
木
曽
岬
町
に
引

っ
越
す
際
に
必
要
な
引
っ
越
し
費
用
や

リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を
補
助
す
る
事
業
も

始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
子
育
て
世
帯
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て

「
木
曽
岬
町
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
更
な
る

支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
職
員

体
制
の
見
直
し
を
含
め
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
育
て
世
帯

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
通
学
路
で
は
、
街
灯
が
少

な
く
て
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に

冬
場
は
、
暗
く
な
る
の
も
早
く
て
、
危

険
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
学
路

に
は
時
計
が
少
な
く
、
あ
っ
て
も
壊
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
正
し
い
時

刻
が
わ
か
ら
な
く
て
、
急
い
で
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、Ｊ

Ａ
の
横
の
道
路
は
事
故
が
多
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
通
学
路
と
し
て
交
通
量
も

多
く
、
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
通
学
路
の
整
備
と
し
て
、

街
灯
の
増
設
、
時
計
の
増
設
・
調
整
、

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
の
設
置
を
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

木
曽
岬
町
で
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
Ｊ
Ａ
前
の
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

Ｊ
Ａ
の
西
側
に
あ
る
県
道
と
の
交
差
点

の
優
先
道
路
が
県
道
か
ら
町
道
に
変
更

と
な
る
た
め
、
昨
年
３
月
の
供
用
開
始

前
か
ら
県
の
公
安
委
員
会
に
安
全
対
策

の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今

年
度
も
、
桑
名
警
察
署
に
安
全
対
策
の

要
望
を
継
続
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
同

年
５
月
に
県
道
に
一
時
停
止
が
設
置
さ

れ
、
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
注
意
喚
起

看
板
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
な

ど
、
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
時
停
止
の
設
置
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
車
両

通
行
時
の
注
意
喚
起
と
合
わ
せ
、
幅
広

く
情
報
を
発
信
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
街
灯
の
増
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
木

曽
岬
町
第
２
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合

戦
略
に
お
い
て
、「
防
犯
灯
を
増
や
し

て
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
木

曽
岬
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社
の
地
域

貢
献
事
業
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
令
和

８
年
度
ま
で
の
５
か
年
を
掛
け
て
防
犯

灯
２
０
０
基
の
増
設
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
昨
年
度
は
１８
基
、
今
年
度
も
４０
基

の
増
設
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
時
計
の
増
設
・
調
整
に
つ
き

ま
し
て
は
、
既
に
２４
か
所
時
計
塔
を
設

置
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
修
繕
や
時
間

調
整
な
ど
の
維
持
管
理
は
適
切
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
増
設

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
の
設
置

に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
管
が
警
察
に
な

る
た
め
「
木
曽
岬
町
通
学
路
安
全
推
進

会
議
」
に
お
い
て
、
信
号
設
置
の
要
望

を
警
察
に
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
通
学
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

学
校
と
保
護
者
の
方
々
の
話
し
合
い
に

よ
り
、
安
全
・
安
心
に
通
学
が
で
き
る

道
路
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し
皆

さ
ん
が
防
犯
灯
や
信
号
機
の
増
設
を
希

望
さ
れ
る
場
所
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

学
校
や
保
護
者
の
方
に
伝
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
防
犯
灯
は
、
夜
間
の
安
全
な
通
行
と

防
犯
の
面
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
が
、
通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
防
犯
灯
な
ど
の
設
備
の
整

備
と
合
わ
せ
、
皆
さ
ん
が
交
通
安
全
や

防
犯
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
引
き
続
き
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
取

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
小
学

生
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
時

間
に
余
裕
を
持
っ
た
行
動
を
心
が
け
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
交
通
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
る
」「
暗
く
な
っ
て
か

ら
の
外
出
を
で
き
る
だ
け
控
え
る
」
な

ど
、
交
通
安
全
や
防
犯
の
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

答弁

坂
倉
危
機
管
理
課
長

北
野
亜
紗
実
議
員

酒井　大策
議長

質問

木
曽
岬
町
の
人
口
増
加
に

つ
い
て

北
村
　
駿
樹
議
員

質問

通
学
路
の

安
全
に
つ
い
て

答弁

黒
田
福
祉
健
康
課
長

Ｉ
Ｎ
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Ｏ
Ｒ
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Ｏ
Ｎ
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木曽岬町子ども議会宣言

三輪　宥斗
議員

波多野 美結
議員

　私たち６年生は、ここ木曽岬小学校で楽しく６年間を過ごし、
あと１か月半ほどで卒業します。残された２か月ほどを有意義に
過ごすため、以下の点を確認し、ここに子ども議会宣言とします。
　私たちは、一人一人の思いを大切にして、みんなで認め合い、
行動します。そして、中学校でも、だれもが安心して過ごし、協
力し合えるクラスをつくっていきます。
　私たちは、これから生活していく中で、つらいことや悲しいこ
とがあっても、あきらめず、夢に向かって自分の道を全力で進み
ます。
　私たちは、木曽岬町の一員として、学校生活や地域の取り組み
などの中で、自分たちができることを率先して行い、よりよい町
づくりに貢献していきます。

ミーポ君
■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635

警察署コーナー

大麻　本当の怖さ
あなた自身や家族が大麻事犯に巻き込まれる前に！

町内1月の交通事故
●件数／14件（14件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／2人（2人）

（　　）…令和6年累計

　近年、若者を中心とした大麻の乱用拡大が問題になっています。「大麻は他の薬物より安全、害が
ない」などの誤った情報をうのみにして、軽い気持ちで大麻に手を出すことが大変危険であること
を知っておきましょう。

　もしもあなたが大麻に誘われたら…。断ったら空気が悪くなる？友達から嫌われる？逆らえない相手だったら？
いざという時の対応方法を覚えて、きっちり断る練習をしておきましょう。

よくある勘違い

大麻に誘われた！どうする…？

SNSで見たけど大麻って
身体に害はないらしいよ
⚠大麻にはテトラヒドロカンナビノ
ール（THC）という、脳に作用す
る成分が含まれていて、乱用すると
時間や空間の感覚がゆがみ、集中力
がなくなり、情緒が不安定になりま
す。また、乱用を続けると何もやる
気がしない状態（無動機症候群）や
知的機能の低下などが引き起こさ
れ、社会生活に適応できなくなるこ
ともあります。

少ない量の大麻なら
依存症にならないらしいよ
⚠初めは少量でも、使い続けるうち
に使用量を自分でコントロールでき
なくなる例は後を絶ちません。大麻
は覚醒剤などほかの薬物に比べると
激しい身体症状が出にくいので、自
分でも気付かないうちに大麻依存症
になっていることもあります。また、
さらに強い刺激を求めて大麻よりも
毒性の強い薬物に手を出す例が多い
ことから、大麻は「ゲートウェイド
ラッグ」と言われています。

他人に害はないし自己責任
だから別にいいのでは？
⚠大麻は国際条約に基づいて、日本
の法律で規制されています。心身に
悪影響を及ぼす以外にも、組織的な
大麻栽培が暴力団組織の資金源とな
るなど、大麻を乱用することで、社
会の安全に悪影響を与えてしまうの
です。

●誘われてもきっぱり断る！
●断りにくい場合はとにかくその場から離れる！
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●利用できる日／月曜日～金曜日の午前
●３月の子育てサロンのお休み
　３月８日㈮、土・日曜日および祝日

子育てサロン

令和6年度も様々な教室を計画しています。詳しくは、毎月の広報きそさきで確認してください。
ご興味のある方、お問い合わせは木曽岬町保健センター（68-6119）管理栄養士まで。

高齢者向け 食の元気アップ教室、シニアクッキング
●食の元気アップ教室
　筋力アップに効果的な簡単で美味しい料理を紹介しています。
●シニアクッキング
　高齢者でも簡単に作れる料理を紹介しています。

母子向け 親子ふれあいクッキング、歯にやさしいおやつ作り教室
●親子ふれあいクッキング
　親子で楽しく美味しい料理をつくります。
●歯にやさしいおやつ作り教室
　食育やこどもの成長に大切な食事をテーマに、簡単で美味しいおやつを紹介
　しています。

成人向け ヘルシークッキング
●ヘルシークッキング
　疾病予防をテーマに、病気の成り立ちや予防、改善方法の講義と、おすすめ
　料理を紹介しています。
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Ｏ
Ｎ
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こんに ちは管理栄養士です
◆管理栄養士／☎68-6119

木曽岬町保健センターでは、
栄養に関する様々な教室を開催しています。
（下記は令和5年度開催教室一覧です）
（3月の親子ふれあいクッキングは3月26日（火）に開催されます） ※5ページ参照

ヘルシークッキング
：朝ごはん

ヘルシークッキング
：腎臓

食の元気アップ教室
：サバ缶

シニアクッキング
：北関東料理

ヘルシークッキング
：骨粗しょう症

シニアクッキング
：沖縄料理

食の元気アップ教室
：麩（ふ）

歯にやさしい
おやつ作り教室
：チーズ

食の元気アップ教室
：おみそ汁

歯にやさしい
おやつ作り教室
：ピザ

親子ふれあい
クッキング
：おべんとう

ヘルシークッキング
：中性脂肪と
　コレステロール

歯にやさしい
おやつ作り教室
：さつまいも

5月 6月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

簡単で美味しい料理が
たくさん！

毎日の食事を
見直すきっかけに

なった

病気にならないための
毎日の食事の大切さが

わかった

料理作りって

楽しいね

バランスの良い食事って大切だね

教室に参加して

仲間ができた

いろんな

料理が知れ
て

よかった
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国
の
調
査
に
よ
る
と
、
若
者
の
失

業
率
は
他
の
世
代
と
比
べ
高
い
状
態

が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
担
う
若
者
の
就
労
支
援
が
重
要
で

す
。
仕
事
や
人
間
関
係
な
ど
に
つ
い

て
、
１
人
で
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
若

者
に
対
し
、
相
談
場
所
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

国
は
若
者
の
就
労
か
ら
職
場
定
着
ま

で
を
全
面
的
に
支
援
す
る
「
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
皆
さ
ん
の
近
く
に
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
、「
ほ
く
サ
ポ
」
へ

の
相
談
を
勧
め
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
ご
利
用
の
際
は
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
北
勢
地
域
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
直
接
電
話
く

だ
さ
い
（
電
話
番
号
：
０
５
９
│
３

５
９
│
７
２
８
０
）

●
日　
　
時

　
３
月
２１
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

●
場　
　
所

　
木
曽
岬
町　
福
祉
・
教
育
セ
ン
タ

　
ー　
和
室
内

●
対　
　
象

　
１５
歳
〜
４９
歳
ま
で
の
、
就
労
を
目

　
指
す
方
（
ご
家
族
・
関
係
者
も
可
）

●
そ  

の  

他

　
相
談
無
料
、
要
予
約

１
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
の
申

　
請
が
可
能
な
期
間

　
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を

経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申
請
時
点

か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
の
期
間
）

に
つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
学

生
納
付
特
例
も
同
様
で
す
）

　
２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
免
除
等
の
申
請
が
で
き
ま
す
が
、

免
除
等
の
申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
一
、

障
害
を
お
っ
た
り
死
亡
し
た
際
に
、

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
免
除
等
の

申
請
は
す
み
や
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
過
去
分
の
免
除
等
の
申
請
は
、

申
請
が
遅
れ
る
と
申
請
で
き
る
期
間

が
短
く
な
り
ま
す
の
で
お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
。

２
失
業
等
の
特
例
免
除
に
つ
い
て

　
災
害
や
失
業
等
を
理
由
と
し
た
免

除
（
特
例
免
除
と
い
い
ま
す
）
は
、

前
年
所
得
が
多
い
場
合
で
も
所
得
に

か
か
わ
ら
ず
災
害
や
失
業
等
の
あ
っ

た
月
の
前
月
か
ら
免
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
な
お
、
世
帯
主
や
配
偶
者
が
い
る

方
は
、
世
帯
主
や
配
偶
者
が
所
得
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
、
失
業
等
の

特
例
に
該
当
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
申
請
時
に
は
、
災
害
に
よ
る
被
害

額
や
失
業
等
の
証
明
書
類
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
　
四
日
市
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
５
１
５

　
　
役
場　
住
民
課

　
　
☎
６
８
│
６
１
０
３

　
本
籍
地
で
な
く
て
も
戸
籍
証
明
書

を
お
近
く
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
手

軽
に
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
ご
利
用
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項

〇
戸
籍
証
明
書
等
を
請
求
で
き
る
方

　
が
、
市
区
町
村
の
戸
籍
担
当
窓
口

　
に
お
越
し
に
な
っ
て
請
求
す
る
必

　
要
が
あ
り
ま
す
。（
郵
送
や
代
理

　
人
に
よ
る
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
窓
口
に
お
越
し
に
な
っ
た
方
の
顔

　
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
（
運
転

　
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
な
ど
）
の
提
示
が
必
要
で
す
。

〇
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
な
い
戸
籍

　
証
明
書
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

　
３
月
１
日（
金
）か
ら
７
日（
木
）ま

で
全
国
一
斉
に
、
春
季
火
災
予
防
運

動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
火
災
に
よ

る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま

す
。

　
ご
自
身
の
命
、
ご
家
族
の
命
、
そ

し
て
財
産
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
や
消
火
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　
桑
名
市
消
防
本
部
で
は
、
住
宅
火

災
の
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
に
向
け
て
、

次
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

【
住
宅
防
火
講
習
会
】

【
住
宅
防
火
診
断
】

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
付
け
・

点
検
支
援
】

 

是
非
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
桑
名
市
消
防
本
部　
予
防
課

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
７
９

　
　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
８
１

令
和
６
年
３
月
１
日

ス
タ
ー
ト
！

春
季
火
災
予
防
運
動
が

は
じ
ま
り
ま
す

ミ
ニ
情
報

ミ
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情
報

生
活
の

生
活
の

問

問

北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
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ト
ス

テ
ー
シ
ョ
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は

木
曽
岬
町
出
張
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
！！

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の

申
請
に
つ
い
て

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
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Ｎ
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制度の詳細はこちらで確認できます。
法務省　戸籍法改正

法務省HP
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主 な 行 事 備 考場 所 時 間

月カレンダー3

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

●町のホームページ
　https://www.town.kisosaki.lg.jp/

福祉健康課 68－6104
住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

保健センター 68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課

産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

※健康カレンダーに記載の行事は状況により変更されている場合があります。ご注意ください。
　なお、下記の行事も状況によっては変更となる場合もあります。

※ごみ減量にご協力をお願いします。
　（資源ごみ、廃品回収をご利用く
　ださい。）
※生ごみなど水分の多いものは、水
　切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別し
　て専用のごみ袋に入れてください。

Ａ 地 区
新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・なぎ
さ台

対象地区

資源ごみ

Ｂ 地 区

可燃ごみ
毎週月・木曜日

  4日・  7日・11日・14日・18日
21日・25日・28日

毎週火・金曜日
  1日・  5日・  8日・12日・15日
19日・22日・26日・29日

不燃ごみ 毎月第１・第３水曜日
6日・20日

粗大ごみ 毎月第２水曜日
13日

毎月第４水曜日
27日

毎月第４日曜日
24日

プラスチック製
容器包装

毎週水曜日
6日・13日・20日・27日

家庭ごみ収集におけるお願い 　木曽岬町では、ごみの分別、収集日の確
認に便利なごみ分別アプリ「さんあ～る」
を配信しています。是非ご利用ください。
QRコードからアプリをダウンロードして、
お住いの地区を設定してください。

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

iOS Android

6 ㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター集会室 午後1時30分～午後3時

7 ㊍•カウンセリング 保健センター 午前10時45分～午前11時45分 要予約☎68-6119

14㊍•すくすくひろば 保健センター 午前10時～午前10時30分

15㊎•育児相談 保健センター 午後1時30分～午後3時 要予約☎68-6119

27㊌•いす・たいそう教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

13㊌•転倒予防教室•言語訓練
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午後1時30分～午後3時
午後1時30分～午後3時

26㊋•オレンジカフェ•親子ふれあいクッキング
福祉・教育センター会議室2
保健センター

午後1時30分～午後3時
午前9時30分～午前9時45分

21㊍•歯っぴい指導室•カウンセリング
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午後1時30分～午後2時30分
午後2時15分～午後4時30分

25㊊
•カウンセリング

•行政相談、心配ごと相談

保健センター

福祉・教育センター

要予約☎68-6120午前9時30分～午前10時30分
午前10時45分～午前11時45分
午前9時～午前11時30分

24日•日曜役場 役場　住民課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

17日•人権相談 図書館内相談室 午前9時～午後3時

3月の納付
●国民健康保険料（4/1納期限） ………… 第９期分
●後期高齢者医療保険料（4/1納期限）  … 第９期分
●介護保険料（4/1納期限） ……………… 第６期分
●水道料金・下水道使用料（4/1納期限）  … Ｂ地区
●こども園保育料（4/1納期限） …………… ３月分
●学校給食費（3/15納期限） ……………… ３月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。
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